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研究要旨 
 ベーチェット病の診療のガイドラインの作成のため、神経ベーチェット病の CQ と推奨文の確認を行

った。また診断と治療のアルゴリズムを作成した。 

A. 研究目的 
ベーチェット病診療のガイドラインの作成 

B. 研究方法 
CQを設定して、それに対する推奨文を作成し、

神経病変分科会のメンバーにより投票を行い、

Delphi法にて同意度と推奨度を決定した。 
C. 研究結果 

11 の CQ と推奨文、およびそれを組み込ん

だアルゴリズムが完成した。 
D 考察 
今回策定した神経ベーチェット病のガイドラ

インは、急性型神経ベーチェット病と慢性進

行型神経ベーチェット病の診療に有用である

と考えられる。 
E. 結論 

神経ベーチェット病の診療のガイドラインが完

成した。 
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